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研究成果の概要（和文）：近代オスマン国制の特徴を、当事者であるオスマン臣民の視座から考察することで、
西洋中心主義に堕さない形での、新たな世界法学史の構築の一助とすることを試みた。具体的には、オスマン国
制において特権的な地位を保ち、かつしばしばその地位が国際法上の争点ともなった正教徒共同体を素材に、そ
れをめぐるムスリム国際法学者の論考を分析した。その結果、上述の問題を更に深く考察するためには、国際法
のみならず国内法、とりわけ憲法学／国法学からの接近も必要なこと、また、オスマン帝国のみならずギリシア
王国の正教徒による法学的議論も参照する形での接近が求められることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Focusing on the Ottomans' own perspective, I attempted to analyze, free from
 the Eurocentric prejudices, some of the key characteristics of the modern Ottoman legal history. 
This I hope would help construct an alternative approach to the world legal history. In particular, 
I have examined the Orthodox community with the so-called religious privileges, whose status more 
often than not invited international disputes. As a result of my inquiry, it becomes apparent that, 
in order to have an in-depth knowledge of modern Ottoman legal history, we have to take into 
consideration the arguments of both international and constitutional lawyers simultaneously. In 
addition, a close look at the legal studies that developed in the Kingdom of Greece would shed some 
new lights on the legal status of Ottoman Greeks. 

研究分野： 近代オスマン史
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究課題の開始当初には、19 世紀末から

20 世紀初頭のオスマン帝国治下正教徒共同
体の権力構造の分析を第一の課題とし、これ
を補完する第二の課題として、同時期の国際
法受容史・法思想史の展開をめぐる考察を行
なうことを構想していた。これは、従来のオ
スマン史研究では看過されがちだった非ム
スリム、特にギリシア正教徒の俗人名望家を
中心として、近代オスマン国制の特徴をムス
リム・非ムスリム双方を含んだ総体として理
解するための問題設定であると共に、それが
ムスリム側にどのように認識されていたか
を検討するための基礎的な問題設定として
位置づけられていた。以上の問題設定は、前
著『オスマン帝国と立憲政』の成果を踏まえ
つつ、そこでは充分に展開できなかった正教
徒内部の権力構造の解明という問題に接近
するための手段でもあった。 
  
２．研究の目的 
 
 上記の背景に鑑み、本研究課題は元来、正
教徒共同体内部の権力構造の解明と、それを
記述し分析するムスリム知識人、とりわけ国
際法学者の言説を分析することを目的とし
た。 
 ところが四年の当初期間に延長期間一年
を足した計五年の間に、研究を進めていくに
つれ、当面は第二の課題、即ちムスリム法学
者の思想史的研究に次第に軸足が移ること
となった。これには下記の通り複数の理由が
ある。 
 第一に、この間に参加した「近代東アジア
の形成と翻訳概念」研究会での議論から、ま
ずはオスマン国制の在り方そのものを他地
域との比較で法学史上に位置付けることの
重要性と緊急性を理解したことが挙げられ
る。この課題には、同研究会の成果として公
刊された論文集、『宗主権の世界史』に二本
の論説を寄稿することによって、一定の区切
りをつけた。 
 しかし第二に、この問題と取り組む過程で、
国内法と国際法の相互浸透が著しい点にこ
そ近代オスマン国制の特徴があり、正教徒共
同体のオスマン国制史上の位置付けは、それ
が近代的な法学の言説でどのように定義さ
れていたかという問題と不可分であること
が理解された。これは必ずしも専らムスリム
が非ムスリムの国制上の地位を定義づける
という一方向的なものではなく、寧ろ非ムス
リム側がどのような法学的言説を用いてい
たか、そして本来は外部者である西欧列強や
西洋人法学者がオスマン国制をどのように
記述し分析したかという問題にも関わる。 
 そして第三に、このような論点は、昨今の
世界法学史研究で注目されている、「長い 19
世紀」の国際法学の再考や、同時期の憲法／
憲法学の帝国性及び多法域性、そして多宗教

統治の国際比較への関心といった潮流にも
棹差すものであることが理解された。以上を
要するに、研究の過程で、オスマン帝国の非
ムスリムをめぐる法学的言説を、オスマン帝
国のムスリムと非ムスリム、そして西洋人の
それぞれがどのように展開していたかとい
う問題が、近現代世界法学史に新たな視点を
提供し得るものであるという見込みが得ら
れることになった。 
 そこで本研究課題の目的としては、正教徒
共同体の権力構造とその変遷には留意しつ
つも、寧ろそれを取り巻く法学的言説の展開
を追跡する方に重きを置くこととなった。 
 
３．研究の方法 
 
 以上の目的を達するため、本研究課題では
以下の方法を採用した。 
 まず、本研究は基本的に歴史学の立場にあ
るため、対象として法学者を扱うとしても、
その分析に当たっては歴史学の手法を用い
る。具体的には、19 世紀後半から 20 世紀初
頭にかけ、オスマン帝国のムスリム・非ムス
リムの法学者、そしてそれと関係の深かった
ギリシア王国のギリシア人法学者の著作や
言論を、同時代に浮上した政治的・制度的な
論点に即す形で適宜取捨選択して、一種の法
学者対比列伝の形で、この時代のオスマン帝
国ではどのような制度が争点化しており、ま
たそれをめぐってどのような法学的な言説
が展開されていたかを明らかにする。その上
でそれを同時代の西洋人法学者の著作と比
較対照することで、近代オスマン帝国の法制
度をめぐる言説が、この時代の世界史上に有
した意味、果たした役割を考察する。従って
史料としては同時代のオスマン人、ギリシア
人、西洋人、そして日本人の法学書や法学雑
誌論説が中心となり、これに同時代の条約集
や法令集などが付け加えられることとなる。 
 
４．研究成果 
 
 本研究は今なお途上であるが、本研究課題
の現時点での成果を挙げれば以下のように
なる。 
 第一に、「宗主権」という概念にまつわり、
19 世紀のオスマン国制が如何に「例外」的な
形で国際法学者に認識されていたかが明ら
かになった。第二に、その上で、そのような
「例外」像との格闘の中から、19 世紀末にオ
スマン国際法学が形成される過程がある程
度明らかになった。第三に、オスマン帝国の
隣国であるギリシア王国は、オスマン側とも
西欧側とも異なる独自の法学を立ち上げて
いたこと、その内実を精査することで、オス
マン・ギリシア両国にまたがる正教徒の世界
を新たな視座から考察し得る見込みが得ら
れた。 
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